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②研究テーマ・目的

１．１．１．１．維持管理のあり方維持管理のあり方維持管理のあり方維持管理のあり方

自治体が求める浸出水処理施設の運転維持

管理のあり方について研究する。

⇒H24は焼却施設の影響についてC-2グ

ループと共同実施

２．浸出水と放射性物質（浸出水と放射性物質（浸出水と放射性物質（浸出水と放射性物質（H23H23H23H23実施）実施）実施）実施）

浸出水における放射性物質関連の基礎情報

を収集・整理し、今後の対応に寄与する。

３．ＣＳハンドブック改訂（ＣＳハンドブック改訂（ＣＳハンドブック改訂（ＣＳハンドブック改訂（H23H23H23H23実施）実施）実施）実施）

浸出水の水量・水質について担当する。



5

③昨年度の概要
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【研究の目的】

• 自治体が求める浸出水処理施設の運転維持管
理のあり方について研究する。

【対象事業】

• 民間事業者の創意工夫およびノウハウを活用す
べく導入されたPFI事業（４件）、長期包括管理業
務（４件）委託事業を対象に研究する。

• 対象事業の入札公告資料である要求水準、審
査基準等の内容を分析することにより、運転維

持管理のあり方についてまとめる。
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【まとめ】

• 審査基準内容からの分析により自治体の重要視する事項
が、環境対策、点検補修・更新、及び原水水質の変動へ

の対応であることが明確になった。

• ただし、それらの事項についての詳細内容は、必ずしも要
求水準にて規定されていない。

• これは、提案者の創意工夫の範囲を制約しないために、
要求水準にて制約条件を定めず、審査基準の配点等にて

、自治体側のメッセージを示しているためといえる。

⇒⇒⇒⇒今年度は、原水水質の主な変動要素である今年度は、原水水質の主な変動要素である今年度は、原水水質の主な変動要素である今年度は、原水水質の主な変動要素である

焼却施設の影響を検討焼却施設の影響を検討焼却施設の影響を検討焼却施設の影響を検討
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④焼却施設の処理方式による影響

目的

●全国的な傾向としても、埋立廃棄物質は飛灰の割合が多く、

有機物が極端に少ないものへと変動しつつあると考えられる。

●この焼却残渣の影響を考慮することは、水処理施設の能力、

維持管理方法、廃止に向けた安定化方法等を検討する際に

も、最も重要な要素と考えられる。

●このため、先に示したPFI事業等の事例においても提案者の
提案に委ねている部分となっていると考えられる。

●本検討では、焼却炉の形式、ばいじん除去方式、飛灰処理

の方法の違いによる浸出水水質への影響を把握し、体系的

に整理することを目的とし、今年度は文献値の整理等を行っ

た。
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１．埋立廃棄物質の変遷

可燃物

58.3%

不燃物

6.1%

焼却残渣

35.6%

1990年度

可燃物

13.7%

不燃物

14.6%

焼却残渣

71.7%

2010年度

4,837千t

可燃物

31.7%

不燃物

15.6%

焼却残渣

52.7%

2000年度

10,869千t16,809千t

10

２．焼却施設の施設形態による比較
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３．飛灰処理物に与える影響因子

飛灰処理 ばいじん除去法 焼却・溶融方式

　ジエチルアミン系

　ピペラジン系

　その他

　電気集じん器

　バグフィルタ

　その他

　消石灰

　重曹

　その他

セメント固化

溶融処理等

飛灰

処理物

湿式・半乾式・湿式

集じん機

薬剤

その他

ストーカ炉飛灰

流動床炉飛灰

灰溶融飛灰

ガス化溶融炉飛灰

無機系薬剤

キレート剤
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４．飛灰処理物による浸出水への影響

原因 事象

塩化物イオン濃度の上昇（処理水の塩問題、機器腐食）

カルシウムイオン濃度の上昇（スケーリング）

ｐＨ上昇（安定化への懸念）

ＣＯＤの上昇

キレート薬剤の影響 窒素・ＣＯＤの上昇（処理水への懸念）

飛灰処理物の存在

消石灰の影響
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５．消石灰の影響１

【【【【HCHCHCHCｌ除去装置の一例ｌ除去装置の一例ｌ除去装置の一例ｌ除去装置の一例】】】】

出典：ごみ処理施設整備の計画・設計要領出典：ごみ処理施設整備の計画・設計要領出典：ごみ処理施設整備の計画・設計要領出典：ごみ処理施設整備の計画・設計要領
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炉型式 種別 カルシウム 塩素

主灰 5.4～16 0.4～1.9

飛灰 7.2～21 11～20

流動床 飛灰 3.4～27 6.5～8.7

溶融 飛灰 4.0～34 5.5～23

ストーカ
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【【【【炉型式による含有量の比較：含有量％炉型式による含有量の比較：含有量％炉型式による含有量の比較：含有量％炉型式による含有量の比較：含有量％】】】】

【【【【消石灰と重曹の影響消石灰と重曹の影響消石灰と重曹の影響消石灰と重曹の影響】】】】
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６．消石灰の影響２

●消石灰の種類として高反応消石灰が用いられ始め

ている。

●「ごみ処理施設整備の計画・設計要領」

近年では消石灰の粒子をポーラス（多孔質）状に

成形することで、気固接触効率を高めた高反応消

石灰を用いる場合がある。

●高反応消石灰の製造に用いられている薬品は公表

されていないものが多い。

●これが未反応の状態で埋められた場合の浸出水に

与える影響は定かではない。

⇒今後の検討事項

16

７．重金属類の状況

炉型式 種別 鉄 マンガン 鉛

主灰 0.54～4.4 0.02～0.45 0.01～0.27

飛灰 0.19～0.92 0.01～0.05 0.04～0.30

流動床 飛灰 0.48～8.0 0.03～0.45 0.02～0.50

溶融 飛灰 0.14～1.1 0.01～0.04 0.03～7.4

ストーカ

【【【【炉型式による含有量の比較：含有量％炉型式による含有量の比較：含有量％炉型式による含有量の比較：含有量％炉型式による含有量の比較：含有量％】】】】
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⑤まとめ

●焼却残渣による高塩類問題の検討は10年以上前か
ら多々検討されているものであるが、現段階は、溶

融処理の推進によって、より塩類濃度が高い溶融飛

灰の影響に考慮しなければならないと考えられる。

●溶融施設が増えたことから、溶融飛灰の性状に配慮

するとともに、溶融飛灰の埋立割が大きくなり、浸出

水への影響を受けやすいことにも配慮していかなけ

ればならない。

●その他、埋立方法、安定化方法など、従来の最終処

分場とは異なった方法を模索しなければならないと

考えられる。

●溶融施設に関する文献について、今後、より多くの

文献を整理するとともに、例えば溶融飛灰の溶出試

験や、高反応消石灰による試験などを実施すること

が考えられる。

18

【【【【溶融施設への配慮溶融施設への配慮溶融施設への配慮溶融施設への配慮】】】】

実態の把握等を要するものを含むが、主に溶融飛灰を埋実態の把握等を要するものを含むが、主に溶融飛灰を埋実態の把握等を要するものを含むが、主に溶融飛灰を埋実態の把握等を要するものを含むが、主に溶融飛灰を埋

め立てる場合の配慮としては以下が考えられる。め立てる場合の配慮としては以下が考えられる。め立てる場合の配慮としては以下が考えられる。め立てる場合の配慮としては以下が考えられる。

①埋立容量が少ないため、小さな最終処分場になる。①埋立容量が少ないため、小さな最終処分場になる。①埋立容量が少ないため、小さな最終処分場になる。①埋立容量が少ないため、小さな最終処分場になる。

②有機物が少ない（ほとんどない）、反面、大半が塩類②有機物が少ない（ほとんどない）、反面、大半が塩類②有機物が少ない（ほとんどない）、反面、大半が塩類②有機物が少ない（ほとんどない）、反面、大半が塩類

であり、従来の安定型の概念の適用が難しい。であり、従来の安定型の概念の適用が難しい。であり、従来の安定型の概念の適用が難しい。であり、従来の安定型の概念の適用が難しい。

③有機物も少なく、埋立物が固化しやすく、透水性、透③有機物も少なく、埋立物が固化しやすく、透水性、透③有機物も少なく、埋立物が固化しやすく、透水性、透③有機物も少なく、埋立物が固化しやすく、透水性、透

気性が悪い。気性が悪い。気性が悪い。気性が悪い。

④浸出水が高濃度であり、飛灰性状の影響を受けやすい。④浸出水が高濃度であり、飛灰性状の影響を受けやすい。④浸出水が高濃度であり、飛灰性状の影響を受けやすい。④浸出水が高濃度であり、飛灰性状の影響を受けやすい。

⑤含有量が多くなる有害物もあり、施設管理の概念がか⑤含有量が多くなる有害物もあり、施設管理の概念がか⑤含有量が多くなる有害物もあり、施設管理の概念がか⑤含有量が多くなる有害物もあり、施設管理の概念がか

わる。わる。わる。わる。
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Ｃ１ おわり
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１．研究テーマ
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３．研究の背景

＜重金属固定用キレートによる浸出水への影響＞＜重金属固定用キレートによる浸出水への影響＞＜重金属固定用キレートによる浸出水への影響＞＜重金属固定用キレートによる浸出水への影響＞

・焼却飛灰の重金属固定用のキレート剤のうち、・焼却飛灰の重金属固定用のキレート剤のうち、・焼却飛灰の重金属固定用のキレート剤のうち、・焼却飛灰の重金属固定用のキレート剤のうち、

有機系のキレートは有機系のキレートは有機系のキレートは有機系のキレートはCODCODCODCOD、、、、TTTT----NNNN成分の含有量が高い。成分の含有量が高い。成分の含有量が高い。成分の含有量が高い。

・このため、有機系キレートで処理した飛灰を処分場に・このため、有機系キレートで処理した飛灰を処分場に・このため、有機系キレートで処理した飛灰を処分場に・このため、有機系キレートで処理した飛灰を処分場に

埋め立てた場合、埋め立てた場合、埋め立てた場合、埋め立てた場合、CODCODCODCOD、、、、TTTT----NNNNが浸出水に溶出する場合がある。が浸出水に溶出する場合がある。が浸出水に溶出する場合がある。が浸出水に溶出する場合がある。

・これらは従来技術による処理が難しいと言われている。・これらは従来技術による処理が難しいと言われている。・これらは従来技術による処理が難しいと言われている。・これらは従来技術による処理が難しいと言われている。

埋立地 計量槽 硝化槽出口 活性炭吸着塔入口 処理水

pH 9.3 7.6 7.6 7.3 7.2

COD 670 130 97 95 81

BOD 110 1.9 1.2 0.9 0.6

Ca 10,000 2,500 － － 58

T-N 210 46 － 26 21

NH
４
-N － 2.8 － 0.1未満 0.2

NO
３
-N － 18.0 － 0.3 0.5

NO
２
-N － 0.3 － 0.1未満 0.1未満

■有機系キレートで処理した飛灰処理物が主体の処分場の■有機系キレートで処理した飛灰処理物が主体の処分場の■有機系キレートで処理した飛灰処理物が主体の処分場の■有機系キレートで処理した飛灰処理物が主体の処分場の

浸出水、処理水水質例浸出水、処理水水質例浸出水、処理水水質例浸出水、処理水水質例

４．研究の目的

・有機系キレート剤由来の・有機系キレート剤由来の・有機系キレート剤由来の・有機系キレート剤由来のCODCODCODCOD、、、、TTTT----NNNNについて、従来技術にについて、従来技術にについて、従来技術にについて、従来技術に

よる除去性能を評価し、その結果をもとに、既設運転状況よる除去性能を評価し、その結果をもとに、既設運転状況よる除去性能を評価し、その結果をもとに、既設運転状況よる除去性能を評価し、その結果をもとに、既設運転状況

の改善、水処理施設設計への反映、焼却炉運営方式へのの改善、水処理施設設計への反映、焼却炉運営方式へのの改善、水処理施設設計への反映、焼却炉運営方式へのの改善、水処理施設設計への反映、焼却炉運営方式への

提言などをおこなう。提言などをおこなう。提言などをおこなう。提言などをおこなう。

施設稼動後のトラブルを回避施設稼動後のトラブルを回避施設稼動後のトラブルを回避施設稼動後のトラブルを回避

6
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５．研究の内容

キレート剤の希釈液を原液とし、下記の２条件で凝集沈殿キレート剤の希釈液を原液とし、下記の２条件で凝集沈殿キレート剤の希釈液を原液とし、下記の２条件で凝集沈殿キレート剤の希釈液を原液とし、下記の２条件で凝集沈殿

処理をおこない除去性能を評価する。処理をおこない除去性能を評価する。処理をおこない除去性能を評価する。処理をおこない除去性能を評価する。

条件１（前処理なし）条件１（前処理なし）条件１（前処理なし）条件１（前処理なし）

希釈液をそのまま用いて凝集沈殿をおこなう。希釈液をそのまま用いて凝集沈殿をおこなう。希釈液をそのまま用いて凝集沈殿をおこなう。希釈液をそのまま用いて凝集沈殿をおこなう。

埋立処分場の中に存在する余剰なキレートが埋立処分場の中に存在する余剰なキレートが埋立処分場の中に存在する余剰なキレートが埋立処分場の中に存在する余剰なキレートが

未反応・未分解のまま浸出水に流出した場合を想定未反応・未分解のまま浸出水に流出した場合を想定未反応・未分解のまま浸出水に流出した場合を想定未反応・未分解のまま浸出水に流出した場合を想定

8

５．研究の内容

埋立処分場の中に存在する余剰なキレートが埋立処分場の中に存在する余剰なキレートが埋立処分場の中に存在する余剰なキレートが埋立処分場の中に存在する余剰なキレートが

PHPHPHPHの変動や微生物等により分解し、その分解産物がの変動や微生物等により分解し、その分解産物がの変動や微生物等により分解し、その分解産物がの変動や微生物等により分解し、その分解産物が

浸出水に流出した場合を想定。酸を添加して分解産物浸出水に流出した場合を想定。酸を添加して分解産物浸出水に流出した場合を想定。酸を添加して分解産物浸出水に流出した場合を想定。酸を添加して分解産物

を生成する。を生成する。を生成する。を生成する。

条件２（前処理あり）条件２（前処理あり）条件２（前処理あり）条件２（前処理あり）

キレート剤の分解産物を原液として凝集沈殿処理をキレート剤の分解産物を原液として凝集沈殿処理をキレート剤の分解産物を原液として凝集沈殿処理をキレート剤の分解産物を原液として凝集沈殿処理を

おこない除去性能を評価する。おこない除去性能を評価する。おこない除去性能を評価する。おこない除去性能を評価する。

 
R 

NH 

R 

＋ S＝C＝S  

 

NC 

R 

R 

SH 

S 

アミン系化合物 二硫化炭素 ジチオカルバミン酸系化合物 

合成反応 

逆反応 

加熱・酸の添加 
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＜試験に用いるキレートの種類・組成＞＜試験に用いるキレートの種類・組成＞＜試験に用いるキレートの種類・組成＞＜試験に用いるキレートの種類・組成＞

種類 ピペラジン系

ｼﾞﾁｵｶﾙﾊﾞﾐﾝ酸

ｶﾘｳﾑ系

COD 246,000 334,000

T-N 41,300 58,200

リン酸 1,660 5,670

＜単位：mg/L＞

６．試験結果

■有機系キレートの分析結果■有機系キレートの分析結果■有機系キレートの分析結果■有機系キレートの分析結果

ピペラジン系ピペラジン系ピペラジン系ピペラジン系 ジチオカルバミン系ジチオカルバミン系ジチオカルバミン系ジチオカルバミン系

10

＜凝集沈殿試験手順＞＜凝集沈殿試験手順＞＜凝集沈殿試験手順＞＜凝集沈殿試験手順＞

キレート剤（原液）をキレート剤（原液）をキレート剤（原液）をキレート剤（原液）をCODCODCODCODがががが100ppm100ppm100ppm100ppm程度になるよう程度になるよう程度になるよう程度になるよう

水で希釈する。水で希釈する。水で希釈する。水で希釈する。

硫酸で硫酸で硫酸で硫酸でPH3PH3PH3PH3に調整し、一晩放置に調整し、一晩放置に調整し、一晩放置に調整し、一晩放置

ポリマーを１ポリマーを１ポリマーを１ポリマーを１ppmppmppmppm添加しフロック形成添加しフロック形成添加しフロック形成添加しフロック形成

３０分沈降後、上澄みを採取・分析３０分沈降後、上澄みを採取・分析３０分沈降後、上澄みを採取・分析３０分沈降後、上澄みを採取・分析

PHPHPHPHを５～６になるように硫酸で調整を５～６になるように硫酸で調整を５～６になるように硫酸で調整を５～６になるように硫酸で調整

前処理ありの場合前処理ありの場合前処理ありの場合前処理ありの場合 前処理なしの場合前処理なしの場合前処理なしの場合前処理なしの場合

塩化第塩化第塩化第塩化第2222鉄を鉄を鉄を鉄を200mg/L200mg/L200mg/L200mg/L添加添加添加添加
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＜凝集沈殿処理試験の様子＞＜凝集沈殿処理試験の様子＞＜凝集沈殿処理試験の様子＞＜凝集沈殿処理試験の様子＞

キレートと塩化第二鉄が反応し、硫化物と思わキレートと塩化第二鉄が反応し、硫化物と思わキレートと塩化第二鉄が反応し、硫化物と思わキレートと塩化第二鉄が反応し、硫化物と思わ

れる固形物が生成れる固形物が生成れる固形物が生成れる固形物が生成

条件１条件１条件１条件１ 前処理なしの場合前処理なしの場合前処理なしの場合前処理なしの場合

ピペラジン系キレートピペラジン系キレートピペラジン系キレートピペラジン系キレート

ジチオカルバミン酸カリウム系ジチオカルバミン酸カリウム系ジチオカルバミン酸カリウム系ジチオカルバミン酸カリウム系

キレートキレートキレートキレート

12

＜凝集沈殿処理試験の様子＞＜凝集沈殿処理試験の様子＞＜凝集沈殿処理試験の様子＞＜凝集沈殿処理試験の様子＞

通常の水酸化鉄と思われる固形物が生成通常の水酸化鉄と思われる固形物が生成通常の水酸化鉄と思われる固形物が生成通常の水酸化鉄と思われる固形物が生成

条件条件条件条件2222 前処理ありの場合前処理ありの場合前処理ありの場合前処理ありの場合

ピペラジン系キレートピペラジン系キレートピペラジン系キレートピペラジン系キレート

ジチオカルバミン酸カリウム系ジチオカルバミン酸カリウム系ジチオカルバミン酸カリウム系ジチオカルバミン酸カリウム系

キレートキレートキレートキレート

キレート部が損失していると思われるキレート部が損失していると思われるキレート部が損失していると思われるキレート部が損失していると思われる
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＜試験結果＞＜試験結果＞＜試験結果＞＜試験結果＞

＜単位：mg/L＞

・ＣＯＤ除去率・ＣＯＤ除去率・ＣＯＤ除去率・ＣＯＤ除去率 約約約約90%90%90%90%

・Ｔ－Ｎ除去率・Ｔ－Ｎ除去率・Ｔ－Ｎ除去率・Ｔ－Ｎ除去率 約約約約70707070～８～８～８～８0%0%0%0%

 

分析項目 

ジエチル系(ジチオカルバミン酸系） ピペラジン系 

原水 前処理なし 前処理あり 原水 前処理なし 前処理あり 

ｐH 9.3 6.3 6.1 8.9 5.5 5.6 

BOD <1 3 3 1 6 5 

COD
Mn

 56 8.0 5555    32 4.0 28282828    

TOC 64 8.2 63636363    31 3.4 31313131    

T-N 19 6.7 19 13 2.3 17 

ｱﾝﾓﾆｱ性窒素 4.5 0.92 16 0.2 0.11 0.21 

条件１条件１条件１条件１ 前処理なしの場合前処理なしの場合前処理なしの場合前処理なしの場合

除去率除去率除去率除去率86%86%86%86%

除去率除去率除去率除去率65%65%65%65%

除去率除去率除去率除去率88%88%88%88%

除去率除去率除去率除去率82%82%82%82%

塩化第塩化第塩化第塩化第2222鉄とキレート剤との錯体形成により除去された鉄とキレート剤との錯体形成により除去された鉄とキレート剤との錯体形成により除去された鉄とキレート剤との錯体形成により除去された
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＜試験結果＞＜試験結果＞＜試験結果＞＜試験結果＞
＜単位：mg/L＞ 

分析項目 

ジエチル系(ジチオカルバミン酸系） ピペラジン系 

原水 前処理なし 前処理あり 原水 前処理なし 前処理あり 

ｐH 9.3 6.3 6.1 8.9 5.5 5.6 

BOD <1 3 3 1 6 5 

COD
Mn

 56 8.0 5555    32 4.0 28282828    

TOC 64 8.2 63636363    31 3.4 31313131    

T-N 19 6.7 19 13 2.3 17 

ｱﾝﾓﾆｱ性窒素 4.5 0.92 16 0.2 0.11 0.21 

条件２条件２条件２条件２ 前処理ありの場合前処理ありの場合前処理ありの場合前処理ありの場合

・ＣＯＤ除去率・ＣＯＤ除去率・ＣＯＤ除去率・ＣＯＤ除去率

ジチオカルバミン系ジチオカルバミン系ジチオカルバミン系ジチオカルバミン系 ・・約・・約・・約・・約 9999０％０％０％０％

⇒⇒⇒⇒但し、但し、但し、但し、TOCTOCTOCTOCとしては除去できていない。としては除去できていない。としては除去できていない。としては除去できていない。

キレート分解によりキレート分解によりキレート分解によりキレート分解によりCODCODCODCODで検出されない有機物で検出されない有機物で検出されない有機物で検出されない有機物

に変化。既設活性炭交換頻度に影響する可能性。に変化。既設活性炭交換頻度に影響する可能性。に変化。既設活性炭交換頻度に影響する可能性。に変化。既設活性炭交換頻度に影響する可能性。

ピペラジン系ピペラジン系ピペラジン系ピペラジン系 ・・約１０・・約１０・・約１０・・約１０%%%%

・・・・ TTTT－－－－N N N N 除去率除去率除去率除去率 ・・・・・・・・0%0%0%0%

⇒⇒⇒⇒ジチオカルバミン系では、前処理によりジチオカルバミン系では、前処理によりジチオカルバミン系では、前処理によりジチオカルバミン系では、前処理により

TTTT----NNNNの大部分がｱﾝﾓﾆｱ性窒素に変化。の大部分がｱﾝﾓﾆｱ性窒素に変化。の大部分がｱﾝﾓﾆｱ性窒素に変化。の大部分がｱﾝﾓﾆｱ性窒素に変化。

生物脱窒で処理できる可能性があるが、生物脱窒で処理できる可能性があるが、生物脱窒で処理できる可能性があるが、生物脱窒で処理できる可能性があるが、

キレート自体が硝化阻害物質との報告もあるキレート自体が硝化阻害物質との報告もあるキレート自体が硝化阻害物質との報告もあるキレート自体が硝化阻害物質との報告もある

除去率除去率除去率除去率90%90%90%90%

除去率除去率除去率除去率0%0%0%0%

除去率除去率除去率除去率10%10%10%10%

除去率除去率除去率除去率0%0%0%0%
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＜考察＞＜考察＞＜考察＞＜考察＞

・キレートが未反応・未分解のままで浸出水に流出した・キレートが未反応・未分解のままで浸出水に流出した・キレートが未反応・未分解のままで浸出水に流出した・キレートが未反応・未分解のままで浸出水に流出した

場合は、凝集沈殿での処理が期待できる。場合は、凝集沈殿での処理が期待できる。場合は、凝集沈殿での処理が期待できる。場合は、凝集沈殿での処理が期待できる。

・一方、埋立地から浸出してくるキレート剤の性状が変・一方、埋立地から浸出してくるキレート剤の性状が変・一方、埋立地から浸出してくるキレート剤の性状が変・一方、埋立地から浸出してくるキレート剤の性状が変

わっている場合（例えばわっている場合（例えばわっている場合（例えばわっている場合（例えばSSSSイオンが損失している場合）イオンが損失している場合）イオンが損失している場合）イオンが損失している場合）

は凝集沈殿での処理は難しいと思われる。は凝集沈殿での処理は難しいと思われる。は凝集沈殿での処理は難しいと思われる。は凝集沈殿での処理は難しいと思われる。

水処理施設で原因不明の水処理施設で原因不明の水処理施設で原因不明の水処理施設で原因不明のCODCODCODCOD、、、、TTTT----NNNN上昇がみられ、上昇がみられ、上昇がみられ、上昇がみられ、

処理困難な場合はキレート分解産物が原因かもしれない処理困難な場合はキレート分解産物が原因かもしれない処理困難な場合はキレート分解産物が原因かもしれない処理困難な場合はキレート分解産物が原因かもしれない

キレート添加量の適正化や、より安定したキレートへ変キレート添加量の適正化や、より安定したキレートへ変キレート添加量の適正化や、より安定したキレートへ変キレート添加量の適正化や、より安定したキレートへ変

更するといった方法で解決する必要がある。更するといった方法で解決する必要がある。更するといった方法で解決する必要がある。更するといった方法で解決する必要がある。
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＜今後の方針＞＜今後の方針＞＜今後の方針＞＜今後の方針＞

・活性炭処理による除去効果を確認する。・活性炭処理による除去効果を確認する。・活性炭処理による除去効果を確認する。・活性炭処理による除去効果を確認する。

・試験成果を踏まえ、焼却炉運営方式への提言（キレー・試験成果を踏まえ、焼却炉運営方式への提言（キレー・試験成果を踏まえ、焼却炉運営方式への提言（キレー・試験成果を踏まえ、焼却炉運営方式への提言（キレー

トの適量添加の推奨）などをおこなう。トの適量添加の推奨）などをおこなう。トの適量添加の推奨）などをおこなう。トの適量添加の推奨）などをおこなう。
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７．その他活動

１．クローズドシステムハンドブック改訂１．クローズドシステムハンドブック改訂１．クローズドシステムハンドブック改訂１．クローズドシステムハンドブック改訂

本分科会では「浸出水処理プロセス設計」の項目を担当。本分科会では「浸出水処理プロセス設計」の項目を担当。本分科会では「浸出水処理プロセス設計」の項目を担当。本分科会では「浸出水処理プロセス設計」の項目を担当。

２．２．２．２．APLASAPLASAPLASAPLAS BaliBaliBaliBali 2012201220122012へのへのへのへの論文投稿論文投稿論文投稿論文投稿

アジア・太平洋埋立国際会議アジア・太平洋埋立国際会議アジア・太平洋埋立国際会議アジア・太平洋埋立国際会議

((((AsianAsianAsianAsian----Pacific Landfill Symposium)Pacific Landfill Symposium)Pacific Landfill Symposium)Pacific Landfill Symposium)

タイトル：タイトル：タイトル：タイトル：

日本における浸出水の処理方式の変遷と日本における浸出水の処理方式の変遷と日本における浸出水の処理方式の変遷と日本における浸出水の処理方式の変遷と

最新の浸出水処理技術最新の浸出水処理技術最新の浸出水処理技術最新の浸出水処理技術

THE TRANSITION OF TREATMENT METHODS AND 

THE LATEST TREATMENT TECHNOLOGY FOR LANDFILL LEACHATE IN JAPAN
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。


